
委
員　

住
基
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、

個
人
情
報
保
護
法
が
成
立
し
て
い

な
い
中
で
強
行
さ
れ
た
。
市
民
の

心
配
は
、
個
人
情
報
の
漏
え
い
等

が
あ
っ
た
場
合
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
時
に
、
市
は
ど
の

よ
う
な
対
応
を
と
る
の
か
聞
き
た

い
。

生
活
文
化
部
長　

住
基
ネ
ッ
ト
の

稼
働
に
よ
り
、
個
人
情
報
に
つ
い

て
の
市
民
の
関
心
が
高
ま
る
中
、

情
報
の
保
護
を
更
に
確
実
に
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

漏
え
い
等
と
い
う
問
題
は
、
起

き
て
は
な
ら
な
い
と
の
確
信
の
も

と
に
事
務
を
行
っ
て
い
る
が
、
仮

に
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
対
策
基
準
や
緊
急
時
対

応
計
画
書
に
基
づ
き
、
シ
ャ
ッ
ト

ダ
ウ
ン
等
を
行
っ
て
い
く
。

委
員　

平
成
13
年
度
の
母
親
学
級

に
は
、
延
べ
３
１
２
９
人
が
受
講

し
て
い
る
。
そ
の
中
に
、
父
親
学

級
が
あ
る
が
、
父
親
の
参
加
は
少

な
い
と
聞
い
て
い
る
。
父
親
の
育

児
へ
の
参
加
が
求
め
ら
れ
て
い
る

中
、
父
性
の
意
識
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
母
親
と
一
緒
に
な
っ
て

育
児
の
苦
労
や
大
変
さ
を
学
ぶ
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え
る
。　
　

　

そ
こ
で
、
父
親
学
級
の
内
容
と

今
後
の
考
え
方
を
聞
き
た
い
。

健
康
推
進
課
長　

父
親
に
妊
婦
体

験
服
の
試
着
や
沐
浴
な
ど
を
体
験

し
、
育
児
等
へ
の
参
加
や
協
力
を

理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
今
後
、
市
の
広
報
な

ど
を
通
し
て
、
父
親
の
参
加
を
、

よ
り
促
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
。

委
員　

市
内
小
・
中
学
校
の
校
舎

等
の
整
備
は
、
外
壁
が
落
ち
た
り
、

冠
水
が
あ
っ
た
り
と
、
そ
の
都
度

対
応
し
て
き
て
お
り
、
計
画
的
に

進
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

　

安
全
性
の
確
保
と
教
育
環
境
の

整
備
等
か
ら
、
外
壁
塗
装
等
に
つ

い
て
、
耐
用
年
数
に
基
づ
い
た
年

次
計
画
が
あ
る
か
聞
き
た
い
。

総
務
課
長
補
佐　

校
舎
の
整
備
計

画
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
年
次

計
画
に
基
づ
き
行
っ
て
き
た
が
、

若
干
遅
れ
て
い
る
。

　

年
次
計
画
に
お
け
る
基
準
は
、

外
壁
塗
装
と
屋
上
改
修
が
15
年
、

内
部
塗
装
が
10
年
で
あ
る
。

　

今
後
、
計
画
の
遅
れ
の
回
復
に

努
め
、
耐
震
等
も
含
め
た
総
合
的

な
整
備
を
図
り
た
い
。

委
員　

今
年
４
月
、
市
は
子
育
て
支
援

本
部
を
新
た
に
設
置
し
、
子
育
て
支
援

の
充
実
を
図
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
そ

の
予
算
区
分
と
平
成
13
年
度
決
算
額
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

ま
た
、
今
後
の
支
援
本
部
に
よ
る
重

点
施
策
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

子
育
て
支
援
本
部
長　

予
算
に
つ
い
て

は
、
大
部
分
を
従
来
の
児
童
福
祉
費
が

占
め
て
お
り
、
他
に
私
立
幼
稚
園
費
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。
13
年
度
決
算
額
は

83
億
２
４
４
８
万
７
０
０
０
円
と
な
っ

て
い
る
。

　

今
後
、
保
育
所
待
機
児
童
の
解
消
等

の
重
点
施
策
を
柱
と
し
、
具
体
的
施
策

の
展
開
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

委
員　

平
成
13
年
度
、
市
は
職
員
に
よ

る
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
継
続
と

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
認
証
取
得
を
行

っ
た
。
省
資
源
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の

環
境
負
荷
軽
減
に
向
け
大
き
く
前
進
し

た
年
と
思
う
が
、
今
後
、
維
持
し
て
い

く
上
で
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
ど
の

位
か
か
る
か
聞
き
た
い
。

環
境
安
全
部
次
長　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０

１
認
証
取
得
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
る
今

後
の
経
費
と
し
て
、
毎
年
約
50
万
円
の

手
数
料
と
内
部
監
査
委
員
へ
の
研
修
費

80
万
円
程
度
が
必
要
と
な
る
。

　

ま
た
、
３
年
ご
と
に
認
証
に
対
し
て

更
新
が
あ
り
、
そ
の
手
数
料
と
し
て
約

１
２
０
万
円
が
必
要
と
な
る
。

委
員　

平
成
13
年
度
に
は
府
中
市
総
合

計
画
が
策
定
さ
れ
、
今
年
４
月
に
ス
タ

ー
ト
を
切
っ
た
。
そ
の
中
で
、
当
初
平

成
25
年
の
人
口
を
23
万
７
０
０
０
人
と

予
測
し
て
い
た
が
、
現
時
点
の
状
況
で

既
に
23
万
１
０
０
０
人
を
超
え
、
今
後

の
計
画
に
影
響
が
出
て
く
る
も
の
と
考

え
る
。

　

人
口
増
に
は
し
っ
か
り
と
対
応
し
て

い
く
べ
き
だ
と
思
う
が
、
今
後
、
人
口

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
何
ら
か
の
施
策

に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

総
務
部
長　

人
口
を
あ
る
程
度
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
と
い
う
意
味
で
の
検
討
は

必
要
と
考
え
る
の
で
、
今
後
、
も
う
少

し
状
況
を
見
る
中
で
、
こ
の
辺
も
研
究

し
て
い
き
た
い
。

委
員　

平
成
13
年
度
決
算
で
は
、
初
め

て
府
中
駅
南
口
再
開
発
事
業
に
負
担
金

や
補
助
金
が
支
出
さ
れ
た
。
府
中
駅
の

周
辺
は
、
市
の
中
心
地
・
シ
ン
ボ
ル
と

な
る
こ
と
を
多
く
の
市
民
が
望
ん
で
い

る
。
そ
こ
で
、
第
２
地
区
と
第
３
地
区

が
、
お
互
い
に
ま
ち
の
魅
力
を
作
り
出

し
、
商
業
・
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ

る
た
め
、
連
携
を
進
め
る
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

開
発
事
業
本
部
長　

第
２
地
区
と
第
３

地
区
の
連
携
は
、
大
変
重
要
な
こ
と
だ

と
考
え
る
。
相
互
の
連
携
を
図
り
、
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
現
在
、

連
絡
調
整
会
を
設
置
し
、
今
後
も
、
２

か
月
に
１
回
程
度
の
割
合
で
開
催
を
し

て
い
き
た
い
。

委
員　

平
成
13
年
度
決
算
を
見
る
と
、

総
額
４
２
３
億
円
の
基
金
が
あ
り
、
他

市
と
比
較
し
て
も
突
出
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
現
状
の
認
識
・
評
価
に
つ

い
て
、
市
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

　

ま
た
、
基
金
計
画
に
つ
い
て
、
ト
ー

タ
ル
の
見
直
し
を
考
え
て
い
る
の
か
。

財
務
部
長　

こ
こ
数
年
の
財
政
状
況
の

中
で
、
基
金
は
、
こ
れ
ま
で
先
人
が
鋭

意
努
力
し
て
積
み
立
て
て
き
た
も
の
で
、

本
市
の
財
政
を
骨
太
に
し
て
く
れ
て
い

る
大
変
貴
重
な
財
産
と
認
識
し
て
い
る
。

　

基
金
計
画
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
目
的
を
考
慮
し
た
中
で
ト
ー
タ
ル
で

見
直
し
を
行
い
、
有
効
活
用
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

委
員　

平
成
13
年

度
に
、
市
民
団
体

へ
の
委
託
と
い
う

新
し
い
形
で
進
め

ら
れ
た
子
供
科
学

体
験
事
業
は
、
子

供
た
ち
の
科
学
離

れ
が
進

ん
で
い

る
と
言
わ
れ
る
中
、
科

学
に
対
す
る
興
味
を
持

た
せ
る
き
っ
か
け
に
な

っ
た
と
思
う
。

　

そ
こ
で
、
事
業
の
成

果
と
考
え
方
に
つ
い
て

聞
き
た
い
。

文
化
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

長
補
佐　

平
成
13
年
度

に
は
、
初
め
て
委
託
料

を
予
算
計
上
し
、
市
内

３
か
所
の
文
化
セ
ン
タ

ー
で
、
延
べ
３
０
２
８
人
の
参
加

を
得
た
。

　

今
後
も
、
科
学
と
い
う
新
し
い

分
野
を
目
指
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
形
成
を
念
頭
に
、
子
供
た
ち
が

遊
び
な
が
ら
科
学
を
学
ぶ
と
い
う

よ
う
な
事
業
を
推
進
し
て
い
く
。

委
員　

平
成
13
年

度
に
は
、
福
祉
施

策
の
大
き
な
見
直

し
が
行
わ
れ
た
。

厳
し
い
中
に
も
ス

ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン

ド
・
ビ
ル
ド
を
着

実
に
行
っ
た
結
果

だ
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
見
切
り

を
つ
け
た
事
業
と
新
規
事
業
及
び

そ
の
成
果
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

福
祉
保
健
部
次
長　

新
年
祝
い
金

の
廃
止
や
、
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ

ッ
サ
ー
ジ
事
業
の
対
象
年
齢
の
引

き
上
げ
な
ど
に
よ
り
、
総
額
で
約

１
億
１
７
０
０
万
円
を
削
減
し
、

新
規
事
業
で
あ
る
地
域
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
事
業
や
在
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業

の
充
実
な
ど
に
振
り
替
え
た
。

　

地
域
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、

延
べ
１
１
０
９
回
開
催
さ
れ
、
９

２
５
９
人
の
利
用
が
あ
っ
た
。
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子
育
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府
中
駅
南
口
再
開
発
事
業

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
認
証
取
得

総
合
計
画
に
お
け
る
適
正
人
口

基
金
計
画
の
見
直
し

平成13年度各会計別歳入歳出決算の状況 平成13年度一般会計決算款別内容

97.7

97.7

99.7

99.2

99.0

98.4

91.0

27.9

30.6

98.9

750億3705万1千円

140億  890万7千円

143億8647万5千円

61億6527万5千円

68億9489万3千円

45億1208万7千円

21億6392万5千円

297万2千円

3185万6千円

1056億8267万3千円

一 般 会 計

国 民 健 康 保 険

老 人 保 健 医 療

介 護 保 険

公 共 用 地

下 水 道 事 業

受 託 水 道 事 業

火 災 共 済 事 業

シルバー入院共済事業

競 走 事 業

特　

別　

会　

計

区 　 　 　 分 支 出 済 額 執行率（％）

99.9

98.0

100.6

99.8

99.2

99.5

91.0

45.9

38.3

100.0

766億9785万7千円

140億5699万2千円

145億1911万9千円

62億  151万4千円

69億  845万5千円

45億6294万9千円

21億6392万5千円

490万3千円

4035万4千円

1068億8482万5千円

収 入 済 額

768億  318万1千円

143億4079万5千円

144億2745万7千円

62億1568万3千円

69億6361万円　 

45億8731万2千円

23億7774万円　　

1067万2千円

1億  401万円  　

1069億  763万8千円

最 終 予 算 額 収入率（％）
歳入 766億9785万7千円

歳出 750億3705万1千円

市 税 430億9709万円（56.2％） 民 生 費 254億2268万7千円（33.9％）

国庫支出金　 85億5993万8千円（11.2％）

都 支 出 金　 70億1610万1千円（9.1％）

市　　　債　 24億3330万円（3.2％）

そ の 他 155億9142万8千円（20.3％）

総 務 費　 95億5346万7千円（12.7％）

教 育 費 　 93億5462万3千円（12.5％）

公 債 費　 59億 155万1千円（7.9％）

衛 生 費　 72億9553万5千円（9.7％）

土 木 費　118億4115万円（15.7％）

そ の 他　　56億6803万8千円（7.6％）

▲子供科学体験事業（新町文化センター）


